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摩擦接合継手の腐食表面形状がすべり耐力に及ぼす影響の検討 

構造工学研究室 奥嶋一世

1．研究の背景と目的 

 実環境下で腐食した鋼橋における摩擦接合継手部の

腐食状態を観察したところ，写真 1(b)に示すような座

金周辺がドーナッツ状に腐食減肉する特性を確認した.

添接板の減肉によりすべり耐力が低下することが懸念

されるが, 既往の研究[1]では添接板の腐食減肉がすべ

り耐力へ及ぼす影響について明らかになっていない.  

そこで, 本研究では実腐食した添接板を用いたすべ

り耐力試験を行い添接板の表面形状がすべり耐力へ及

ぼす影響について検証を行った.  

2．試験方法 

2.1腐食添接板の表面形状 

添接板の腐食表面形状を把握するため, 写真 2に示

す, レーザー計測機を用いて計測した．測定間隔は

2mmピッチで行った. このデータを用いて, 腐食減肉

のパターンをⅠ~Ⅲに分け, 各パターン内での腐食レ

ベルをⅰ~ⅲに分類した. パターンⅠの添接板は1枚あ

り, 全く減肉していない状態, パターンⅡの添接板は

10枚あり, 座金周辺がドーナッツ状に減肉している状

態, パターンⅢの添接板は 11枚あり, 全体的に減肉し

ている状態である図 2にレーザー計測にて計測し作成

したコンター図を示す. 図より, 座金直下は減肉して

おらず, 座金周辺からドーナッツ状に減肉が進行して

いることがわかる.  

2.2試験体 

表 1にB, Cシリーズの使用する試験体を示す. A, B

シリーズはすべり先行型, C, D シリーズは母材降伏先

行型の試験体である. A, Cシリーズは母材・添接板とも

に新材鋼板を用いた試験体であり, B, D シリーズは添

接板のみ実腐食した鋼板を用い, 母材は新材鋼板を用

いた試験体である. 高力ボルトはトルシア型高力ボル

ト(S10T)で M22×85 を使用した. すべり先行型でボル

ト本数は2対1, 母材降伏先行型で2対2の試験体とし

た．また，すべり耐力/母材降伏応力比 β値を, すべり

先行型で0.4, 母材降伏先行型で1.65になるよう母材の

板厚を設定した.  

2.3試験方法 

2.3.1摩擦接触面処理 

事前に行った確認試験より,  一定条件でブラスト 

投射時間 30s以上投射することで表面状態が均一 

になることを確認した. そこで, すべり試験体も同 

条件でブラストを行い, 試験体の表面状態の均一性

を確認した. 

 

 

 

 

 

 

 

 

(d)D シリーズ（腐食） 

図 2 すべり耐力結果 

 

 

 

 

 

 

(a) すべり先行型         

 

 

 

 

 

   (c)母材降伏先行型        (d 

図 3 荷重変化-相対変化（例） 

  

 

 

 

 

 

 

   (a)すべり先行型       (b)母材降伏先行型 

図 4 すべり荷重と添接板残存板厚の相関 

 

 

 

 

 

 

図 5 腐食添接板の表面形状（例） 

 

    

写真1 (a) 摩擦接合継手 写真1 (b) ボルト孔拡大図 

 

 

 

 

 

 

写真2 レーザー計測機 

 

 

 

 

 

 

 

図2 腐食表面形状コンター図（例：G1-P8-3 桁内） 

表1 試験体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a)すべり先行型    b)母材降伏先行型 

写真3 すべり試験状況 

 

 

 

 

 

 

 

(b) Bシリーズ（腐食） 

 

 

 

 

写真 1採取した摩擦接合継手部の例 
  

研究に使用した

摩擦接合継手部

種類 厚さ(mm) 材質 種類 厚さ(mm) 材質 β γ

A 6体 新材鋼板 10 SM400A 新材鋼板 28 SM400A

B 11体 腐食鋼板 10 SM50A 新材鋼板 28 SM400A

C 6体 新材鋼板 10 SM490Y 新材鋼板 9 SM490Y

D 6体 腐食鋼板 10 SMA0A 新材鋼板 9 SM490Y

試験体数試験体
添接板 母材 パラメータ

1.65 2.22

0.413 0.745
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2.3.2締め付け軸力 

軸力をひずみゲージ法を用いて管理した. また, 試

験体の締付に先立ち, すべり先行型では, 軸力平均

224KN, 変動係数0.055, 母材降伏先行型では, 軸力平

均236.7KN 変動係数0.039と安定した導入軸力でき

ることを確認した.  

2.2.4すべり耐力試験 

写真 3に, すべり耐力試験状況を示す. 試験結果を

3章で述べる. 

3.試験結果・考察 

3.1試験結果 

 すべり先行型, 母材降伏先行型でのすべり耐力の結

果を図2に示す. 図2からわかるようにすべり耐力の差

異は確認出来なかった. また, 新材試験体のすべり耐

力も, Aシリーズで平均値 309.4KN, 変動係数 0.051, C

シリーズの平均値で 343.8KN, 変動係数 0.011 であり, 

腐食試験体と, 安定したほぼ同等のすべり耐力であっ

た. すべり耐力はすべり先行型ですべり強度, 母材降

伏先行型では母材純断面降伏強度である. 

母材降伏先行型のすべり耐力は, 設計の母材総断面

降伏強度に近い値であった. その要因として, 母材純

断面の降伏耐力に加え, 接触面の摩擦力が抵抗してい

ることが挙げられる. 

 図 3に, すべり先行型A, Bシリーズ, 母材降伏先行

型 C, D シリーズの荷重変化-母材と添接板の相対変化

関係を示す. 図より, 腐食減肉した添接板と新材の添

接板とでは挙動で明確な差異は確認出来なかった 

 図 4 に, すべり耐力と添接板残存板厚の相関を示す. 

添接板残存板厚は, 添接板桁内・桁外ボルト孔周り減肉

量の平均である. 図より, すべり耐力と添接板残存板

厚に相関は確認出来ない. 

3.2考察 

 本すべり試験では添接板表面の腐食減肉はすべり耐

力へ影響を及ぼさなかった．図 5に示すように， 高力

ボルト軸力による接触圧の影響範囲(赤線)では，添接板

が減肉していなことが要因であると考えられる. 

4結論 

(1)添接板腐食減肉は, 座金周辺から進行する． 

(2)座金周辺の腐食減肉は, すべり先行型(β=0.4)と母材

降伏先行型(β=1.65)ではすべり耐力に影響しない. 

(3)母材降伏先行型のすべり耐力は, 設計の母材総断面

降伏強度に近い値であった. 

(4)(2)の要因として, 座金直下は減肉しておらず, 軸力

影響範囲内で減肉していないことがあげられる. 
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(d)Dシリーズ（腐食） 

図2すべり耐力結果 

 

 

 

 

 

 

(a) すべり先行型        (b) すべり先行型 

 

 

 

 

 

 

   (c)母材降伏先行型        (d) 母材降伏先行型 

 

 

 

 

 

 

 

   (e)母材降伏先行型        (f) 母材降伏先行型 

図3荷重変化-相対変化（例） 

  

 

 

 

 

 

 

   (a)すべり先行型       (b)母材降伏先行型 

図4すべり荷重と添接板残存板厚の相関 

 

 

 

 

 

 

 

図5腐食添接板の表面形状（例） 

 


